
開
会
宣
言
（
篠
原
副
会
長
）
に
続
き
、

議
長
に
は
渡
辺
隆
氏
（
大
沢
西
支
部
）

を
選
出
し
、
開
会
の
挨
拶
（
薄
井
会
長
）

か
ら
早
速
来
賓
皆
様
か
ら
御
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

各
来
賓
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
挨

拶
の
要
旨
次
の
通
り
で
す
。

長
山
栃
退

連
会
長
は
、
安
倍
の
ミ
ク
ス
は
賞
味
期

限
切
れ
、

齋
藤
古
河
日
光
委
員
長
か
ら

は
、
組
合
員
と
の
対
話
に
よ
る
相
互
信

頼
の
強
化
、
日
光
事
業
所
と
の
対
等
協

議
な
ど
、

加
藤
日
光
事
業
所
長
か
ら
は
、

古
河
電
工
の
近
況
と
昨
年
の
従
業
員
募

集
へ
の
協
力
の
感
謝
と
本
年
の
採
用
状

況
、

松
田
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所
長
か

ら
は
会
社
の
近
況
と
工
場
の
建
屋
解
体
・

事
務
所
・
休
憩
所
の
建
て
替
え
、
ス
リ
ッ

タ
ー
技
術
の
伝
承
や
４
年
間
無
災
害
の

継
続
等
の
話
で
し
た
。

平
木
県
議
か
ら

は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
、
市
長
・
市
議
選
の
情

勢
報
告
。

青
田
市
議
か
ら
は
こ
の
度
の

立
候
補
挨
拶
お
よ

び
議
会
活
動
に
つ

い
て
。

阿
久
津
な

ん
た
い
地
協
議
長

か
ら
も
挨
拶
を
受

け
、

福
田
中
央
労
金
・
鹿
沼
支
店
支
店

長
・

富
山
全
労
済
支
部
長
か
ら
も
一
言

づ
つ
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

福
田
あ
き
お
衆
議
院
議
員
は
ご
多
忙

の
折
、
途
中
出
席
で
し
た
が
現
在
は
無
所

属
の
会
14
名
で
の
活
動
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は
、

腐
り
き
っ
て
お
り
６
野
党
の
結
束
が
課

題
。
又
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
は
与
野

党
を
超
え
た
課
題
で
あ
る
。

次
に
議
事
に
入
り
、
中
村
竹
夫
事
務
局

長
よ
り
活
動
経
過
報
告
を
、
福
田
三
男

会
計
よ
り
決
算
報
告
を
上
程
し
承
認
を

得
ま
し
た
。

ま
た
監
査
報
告
が
高
久
氏
か
ら
報
告

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
年
度
活
動
方
針
を
薄
井

会
長
よ
り
、
ま
た
予
算
に
つ
い
て
は
福

田
三
男
会
計
よ
り
提
案
し
、
全
会
一
致

で
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
で
議
長

降
壇
し
閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
親
睦
会
は
、
ご
来
賓
の
方
々

と
共
に
出
席
者
相
互
の
交
流
を
図
り
つ

つ
盃
を
交
わ
し
な
が
ら
、
懐
か
し
く
昔

を
語
り
あ
い
往
年
に
戻
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

日精会たより №１６２ 平成３０年(２０１８) ８月1

西
日
本
を
襲
っ
た
大
雨
で
多

く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
。

近
年
の
異
常
気
象
に
加
え
、
関

東
地
区
の
地
震
多
発
と
草
津
白

根
山
を
は
じ
め
各
地
の
火
山
噴

火
は
島
国
日
本
全
体
が
自
然
の

猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
防
災
学
者

だ
っ
た
寺
田
寅
彦
の
有
名
な
言

葉
で
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
う
警
句
だ
。
起
き
て
し
ま
っ

た
災
害
を
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
の

備
え
を
し
よ
う
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ

の
言
葉
は
肝
に
命
じ
た
い
◆
政
治
の
場

で
は
依
然
と
し
て
「
モ
リ
・
カ
ケ
問
題
」

で
ゆ
れ
て
い
る
。
ふ
と
こ
ん
な
言
葉
を

思
い
出
し
た
。
忖
度
（
お
べ
っ
か
・
お

べ
ん
ち
ゃ
ら
＝
上
の
者
を
喜
ば
せ
る
・

へ
つ
ら
う
・
追
従
）
自
分
を
犠
牲
に
し

て
も
、
ひ
と
り
の
為
政
者
の
た
め
に
ウ

ソ
を
積
み
重
ね
、
為
政
者
も
部
下
の
せ

い
に
す
る
、
人
の
上
に
立
つ
資
格
な
し

◆
明
る
い
出
来
事
と
い
え
ば
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
。
直
前
の
監
督
交
代
で
悲
観
的

予
想
に
も
か
か
わ
ら
ず
見
事
予
選
突
破
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
あ
わ
や
強
豪
ベ

ル
ギ
ー
に
勝
て
る
か
も
と
思
わ
せ
る
。

寝
不
足
も
こ
れ
楽
し
の
感
じ
を
味
わ
う

（
中
禅
寺
湖
畔
に
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
別

荘
あ
り
）
◆
悲
報
、
前
日
精
会
会
長
で

相
談
役
の
日
野
亮
治
さ
ん
八
十
二
歳
の

生
涯
を
閉
じ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
発

想
豊
か
な
知
識
は
日
精
会
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
方
だ
っ
た
。
日
精
会
発
足
四

十
五
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
共
に
喜
び

あ
え
た
ら
と
思
う
と
悲
し
い
。
安
ら
か

に
と
祈
る
（
Ｋ
・
Ｏ
）

日
精
会
た
よ
り

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

◎
第
四
十
七
回
定
期
総
会

４
月
４
日
（
水
）
14
時
～

季
潤
舎

◎
役
員
会
議

4
月
18
日
・
5
月
21
日
・
6
月
22
日
・
7
月
20
日

◎
企
画
部
会

6
月
1
日
・
7
月
3
日
・
8
月
4
日

◎
編
集
部
会

6
月
13
日
・
6
月
27
日
・
7
月
17
日
・
7
月
26
日

◎
会
社
幹
部
と
の
懇
親
会

7
月
17
日

丹
勢
丁
田
屋

◎
日
光
和
楽
踊

日
精
会
お
休
み
処
開
所

8
月
3
日

◎
栃
退
連
県
内
施
設
見
学
会

４
月
25
日

10
名
参
加

◎
栃
退
連
幹
事
会

５
月
29
日

◎
な
ん
た
い
地
協

第
89
回
メ
ー
デ
ー

4
月
28
日

塩
谷

3
名
参
加

本部の動向

2 0 6 名

８ 月 現 在

会 員 状 況

栃

木

県

退

職

者

連

合

会

長

長
山

忠
雄

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部

執
行
委
員
長

齋
藤

幸
博

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
労
組
日
光
支
部

支
部
長

曽
部

隆

古
河
電
工
（
株
）
日
光
事
業
所

所

長

加
藤

茂

株
式
会
社
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所

所

長

松
田

洋

衆

議

院

議

福
田

あ
き
お

な
ん
た
い
地
域
協
議
会

議

長

阿
久
津

真
吾

栃

木

県

議

会

議

員

平
木

ち
さ
こ

日

光

市

議

会

議

員

青
田

よ
し
ひ
と

中

央

労

働

金

庫

鹿

沼

支

店

支
店
長

福
田

利
明

全
労
済
・
県
推
進
本
部
宇
都
宮
西
支
所

支
所
長

富
山

高
徳

ご来 賓 の 方 々 (略 敬 称 )

第
四
十
七
回
定
期
総
会

来
賓
挨
拶
か
ら
現
状
を
学
ぶ

第
四
十
七
回
定
期
総
会
は
、
さ
る
４
月
４
日
（
水
）
清
滝
桜
ヶ
丘
町
の
季
潤
舎
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
閉
会
後
の
懇

親
会
も
貴
重
な
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
時
間
配
分
か
ら
審
議
時
間
は

制
限
さ
れ
ま
す
が
、
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
説
明
や
意
見
の
交
換
も
し
て
い
る

の
で
、
全
員
の
了
解
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

会
社
幹
部
と
の
懇
親
会

幾
多
の
困
難
か
ら
見
事
に
脱
出
か
？

七
月
十
一
日
、
丁
田
屋
丹
勢
店
に
お
い

て
、
会
社
幹
部
と
日
精
会
本
部
役
員
と
の

懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
お
互
い
に
打

ち
解
け
た
雰
囲
気
の
下
で
話
題
は
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

加
藤
日
光
事
業
所
長
と
松
田
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

日
光
製
造
所
長
か
ら
の
、
会
社
の
現
状
説

明
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

日
光
事
業
所
の
概
況

五
月
の
決
算
で
は
、
売
上
高
が
前
年
度

比
約
十
五
％
、
営
業
利
益
で
約
十
六
％
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
特
に
、
銅
条
・
高
機
能
材

事
業
部
門
は
大
躍
進
を
し
た
が
黒
字
化
に

あ
と
一
歩
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
積
極
的
な
設
備
投
資
、
研
究

開
発
投
資
を
強
化
。
そ
し
て
人
手
不
足
の

解
消
に
伴
い
「
安
全
最
優
先
」
で
社
員
を

育
て
て
行
き
ま
す
。

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所
の
概
況

六
月
二
十
一
日
、
社
長
が
交
代
し
製
造

を
担
当
し
た
石
原
社
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

会
社
と
し
て
は
、
今
後
設
備
投
資
な
ど
の

効
果
が
出
て
く
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
日
光
製
造
所
も
「
日
光
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
、
競
争
力
の
あ
る
製
造
所
を
目

指
し
ま
す
。

操
業
は
順
調
で
あ
る
が
、
無
災
害
継
続

期
間
は
四
年
を
超
え
、
安
全
活
動
も
レ
ベ

ル
を
高
め
て
い
る
と
同
時
に
、
社
内
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
従
業
員
の
交
流
も
強
化
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
上
工
程
建
屋
の
解
体
も
来
年
の

三
月
の
完
了
に
向
け
、
安
全
面
に
十
分
考

慮
し
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

わらくいけ

青

田

兆

史

あ
お
た
よ
し
ひ
と

組
織
力
発
揮

上
位
当
選
を
果
た
す

日
光
市
議
会
議
員
選
挙



《

ゴ
ル
フ
部

》

五
月
二
十
六
日

二
十
二
名
が
参
加

し
、
日
光
市
見
ゴ
ル
フ
場
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

（
部
長

野
原
敏
雄
）

優
勝

斎
藤
義
雄

（
大
字
）

二
位

根
岸
俊
男

（
安
良
沢
）

三
位

増
渕
秋
夫

（
所
野
）

七
位

笹
沼

静

（
大
沢
東
）

十
位

斎
藤
治
一

（
大
沢
）

十
五
位

斎
藤
正
美

（
大
字
）

二
十
位

星
野
信
一

（
豊
岡
）

Ｂ
Ｂ

福
田
三
男

（
久
次
良
）

Ｂ
Ｇ

野
原
敏
雄

（
安
良
沢
）

《

カ
ラ
オ
ケ
部
  
》

六
月
八
日
、
十
一
名
の
参
加
者
で
今

市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン
に
お
い
て
、
懐

か
し
い
歌
や
新
曲
な
ど
を
各
人
四
曲
披

露
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

（
部
長

増
渕
秋
夫
）

   《

囲
碁
部

 
》
  

六
月
八
日
、
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン

タ
に
お
い
て
、
六
名
で
リ
ー
グ
戦
を
行

い
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。
い
つ
で
も
、
新
人
の
入
部
を

歓
迎
し
ま
す
。

（
部
長

星

防
人
）

《

将
棋
部
 
》

六
月
九
日
、
日
光
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
参
加
者
九
名
。

過
去
の
戦
績
に
基
づ
き
Ａ
・
Ｂ
二
組
に

分
け
、
リ
ー
グ
戦

 
に
よ
り
火
花
を
散

ら
し
た
熱
戦
で
し
た
。（

部
長

薄
井
和
彦
）

Ａ
組優

勝

斎
藤

務

（
安
良
沢
）

二
位

高
頭
東
志
夫
（
安
良
沢
）

三
位

斎
藤
義
雄

（
大
字
）

Ｂ
組優

勝

薄
井
和
彦

（
久
次
良
）

二
位

福
田
辰
美

（
森
友
）

《
 
女
性
部
  
》

 
５
月

25
日

４
名
の
参
加
で
、
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
男
女

共
同
参
画
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
「
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
女
性
の
生
き
方
を
探
る
旅
」
の

研
修
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

 
報
告
会
終
了
後
は
ラ
ン
チ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
予

定
な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

（
部
長

荒
川
栄
子
）

《
 
行
事
企
画
部
  
》

   
８
月
３
日
の
精
銅
所
和
楽
踊
に
は
、

恒
例
の
「
お
休
み
処
」
を
設
置
し
て
会

員
相
互
の
団
欒
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

会
社
主
催
の
停
年
退
職
者
ご
招
待
会

で
は
、
往
年
の
社
歌
を
合
唱
し
、
来
年

も
元
気
で
再
会
し
よ
う
と
約
束
し
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。（

部
長

飯
野

正
）

こ
の
度
の
編
集
部
長
交
替
を
機
に
、

編
集
体
制
を
次
の
通
り
強
化
し
ま
し
た
。

編
集
部
長

大
門
陽
利

（
明
神
）

部
員

玄
梅
正
明

（
久
次
郎
）

部
員

斎
藤
正
紀

（
今
市
北
）

部
員

吉
新
房
子

（
東
町
）

日精会たより №１６２ 平成３０年(２０１８) ８月2

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
をお

祈
り
申
し
上
げ
ま
す

6
月
29
日

神
山

広
繁
さ
ん

(

大
沢
西)

7
月
7
日

日
野

享
治
さ
ん

(

森
友
荊
沢)

６
月

26
日
（
火
）
参
加
費
・
５
千
円

参
加
者
数
・
45
名

今
回
の
企
画
は
、
会
員
の
皆
様
の
高

齢
化
に
伴
い
足
腰
が
痛
い
な
ど
長
時
間

歩
行
が
困
難
な
人
を
含
め
て
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
長
生
き
し
た

い
人
の
参
加
し
易
い
コ
ー
ス
と
し
ま
し

た
。バ

ス
旅
行
を
楽
し
み
な
が
ら
神
社
・

仏
閣
を
巡
り
長
寿
を
祈
願
し
ま
し
た
。

大

山
祇
神
社
入
り
口
に
は

10

お
お
や
ま
ず
み

時

30
分
頃
到
着
、
不
動
滝
ま
で
炎
天

下
を
歩
き
、
深
い
茂
み
の
中
に
隠
れ
る

よ
う
に
あ
る
滝
の
付
近
で
、
涼
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
昼
食
を
摂
り
、
食
後
に
改

め
て
大
久
保
遥
拝
殿
を
参
拝
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
西
会
津
町
こ
ろ
り
三
観
音

○

鳥

追

観
音
（
妙
法
寺
）

と
り
お
い

○

中

田

観
音
（
弘
安
寺
）

な
か
た

○

立

木

観
音
（
恵
隆
寺
）

た
ち
き

を
訪
ね
て
霊
地
信
仰
の
境
地
に
浸
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

土
産
を
買
い
求
め
帰
路
の
バ
ス
内
で

は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・

カ
ラ
オ
ケ
で
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。車

内
で
は
、
年
金
な
ど
に
関
係
す
る

署
名
活
動
協
力
や
、
次
回
の
企
画
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

（
部
長

星
野
晃
一
）

《

歩
こ
う
か
い
部

》
 

Ｐ
Ｐ
Ｋ
を
祈
願
す
る

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

西
会
津
こ
ろ
り
三
観
音

《

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

 
》

五
月
二
十
四
日
（
水
）
参
加
数

24
名

参
加
費

500
円

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（

L
ブ
ロ
ッ
ク
）

☆

男
子
の
部

優
勝

鷹
觜

仁

（
豊
岡
）

二
位

三
浦
一
郎

（
森
友
荊
沢
）

三
位

根
岸
俊
男

（
安
良
沢
）

☆

女
子
の
部

優
勝

根
岸
ミ
ヨ
子
（
安
良
沢
）

二
位

大
谷
昌
子

（
安
良
沢
）

三
位

岩
本
京
子

（
安
良
沢
）

開
会
の
前
に
、
前
大
会
ま

で
副
部
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
故
・

加
藤
典
男
さ
ん
の
御
冥

福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。好

天
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

前
日
の
雨
で
コ
ー
ス
・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
前
半
は
ウ
エ
ッ
ト
後

半
は
ド
ラ
イ
と
変
化
し
て
た
い

へ
ん
苦
労
し
ま
し
た
。

順 氏 名 勝 敗

１星 防人 ４ １

２斉藤 治一 ３ ２

３池亀 栄 ３ ２

４大門 均 ２ ３

５島 利彦 ２ ３

６山崎勇一郎 １ ４

前

会

長

日
野
亮
治
さ
ん
逝
く

公
私
に
わ
た
っ
て
広
く
多
く
の
仲
間

た
ち
に
慕
わ
れ
、
信
頼
の
厚
い
大
先
輩

は
突
然
の
病
に
倒
れ
て
、
還
ら
ぬ
人
と

な
り
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
日
野
亮
治
さ
ん
を
悼

み
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

平
成
三
〇
年
七
月
九
日

日

精

会

会
員
一
同

◇期日
10月4日(土)

①富士山五合目

のお中道
おちゅうどう

②楽々コース

富士スバルライン

五合目で観光

◇参加費：

5,000円
◇募集人数：

45名
申込み締切
9月15日(土)

歩こうかい部
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

☆
４
月
入
会

若
瀬
康
夫
さ
ん(

久
次
良)

歩
こ
う
か
い

佐
藤
隆
志
さ
ん(

安
良
沢)

歩
こ
う
か
い

細
内
豊
雄
さ
ん(

安
良
沢)

歩
こ
う
か
い

☆
５
月
入
会

な
し

☆
６
月
入
会

な
し

☆
７
月
入
会

阿
部

浩
さ
ん(

遠
地)

Ｇ

ゴ
ル
フ

新
入
会
員
紹
介

募
集
中

編
集
部
に
つ
い
て

富士山五合目

ハイキング




